
 

ＮＯ。１８９  ２０２１年１２月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

              

 

庭の隅に、今年も万年青

（オモト）が元気で、赤い実

をいくつもつけていました。

（12/5） 

 D
 

相
談
事
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

 早くも師走、何かと気ぜわしい毎日ですね。 

 新型コロナ感染は今のところ落ち着いていますが、また新しい変異株が

公表され、世界的に警戒が強まっています。私たちは自分でできる感染対

策を行いながら、感染が広がらないように祈るばかりですね。 

 共産党上田市議団では毎年、来年度の「上田市政と予算に関する要望書」

を市長に提出し懇談しています。今年も寄せていただいた要望をまとめ、

１１/30 に行いました。今年度は新しく「福祉灯油の実施」「気候危機へ

の対応」「小中学校のあり方に関する基本方針」など新規項目も多く盛り込

まれています。 

上田市議会１２月定例会は、１１/２９開会しました。一般質問について

は、今回は通常通り、質問・答弁合わせて４５分となりました。私は、毎

年取り上げている国民健康保険と、子育て支援について行います。 

上田市議会厚生委員会では昨年度から、重点課題として産婦人科病院の

あり方を含め、救急医療等の「地域医療の充実」について取り組んできま

した。この度、今までの経過と市への提言等をまとめ議長に報告しました。

今議会では、「地域医療の充実」について、国・県にも意見書を提出したい

と準備しています。また、健康づくり推進特別委員会で取り組んできた「上

田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり条例」は、議会閉会日

に提案予定となっています。（1２/6） 

来年度上田市政と予算に関する要望書提出（11/30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政全般にわたり、重点要望のみですが８５項目です。 

主な新規要望は・・・ 

〇米の需要減退で米価が下落しています。市として、コメ

農家への実態調査と支援措置を検討すること。  

〇資源循環型施設建設事業の着実に進めるため、予定

地の浸水対策、排ガスの自主基準値、公害監視体制

など安全な施設設計、焼却熱を利用した地域振興策

等について、関係自治会等と協議していくこと。 

〇有機物リサイクル施設建設については、関係自治会に

丁寧な説明を行い、周辺整備も検討すること。 

〇上田市内における大規模な盛り土の調査と、不適切な

盛り土については適切な指導を行うこと。 

〇今年の参議院補欠選挙、衆議院選挙の投票率等を検

討して、若年者への投票率の向上対策を進めること。 

〇暖房用の需要期を迎えた灯油が高騰しているため「福

祉灯油」の支給を検討すること。 

〇小中学校に一人１台整備されたタブレットは、教育の

手段であり、目的ではありません。情報の収集、整理、

理解のために、ICT 活用を進めること。教員の研修や

専門知識を持った教員の適切な配置をすすめること。 

〇児童館、児童センター、放課後児童クラブの老朽化が

進んでいる施設は、計画的に更新していくこと。 

＊私は、懇談の中で、「福祉灯油」の他市の実施例も示

し、検討状況を聞きました。 

答市では２０１８,１９年のリーマンショックの折に実施した。

今回は国の特別交付税措置、また臨時交付金も使え

るので、対象者、方法等福祉課で検討しています。 

 

土
屋
市
長
に
「
上
田
市
政

と
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

（
市
長
、
上
田
市
議
団
） 

１２月追加補正予算を可決しました（12/6） 

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業(国 10/10) 

給付対象者：平成１５年４/２～令和４年３/３１に生まれ

た子を養育し、一定の所得要件を満たす者 

対象児童一人につき５万円  対象児童：２３,５００人、 

スケジュール：公務員世帯を除く児童手当の受給者に

は、早急に通知し、年内の支給を予定している。高校生

等を養育している対象者は、年内に申請書を送付し、年

明けに審査の上、随時支給していく予定 

新型コロナウィルスワクチン接種事業 

３回目の接種については、現時点では２回目接種から８

か月を目途に行う。高齢者へは事前アンケートを、できれ

ば年内に送付し、ワクチンの種類や接種日等について、

市に任せていただけるか把握したうえで、調整を行う。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２
月
４
日
、
菅
平
高
原
の

冬
山
開
き
。
今
年
は
予
約

も
多
く
、
雪
が
待
た
れ
ま

す
。
山
家
神
社
の
押
森
宮

司
と 

 

 

 

 

１１
月
２０
日
、
武
田
参
院

議
員
と
４
人
の
市
議
予
定

候
補
の
街
頭
宣
伝 

【上
田
駅
前
に
て
】 

１１
月
２１
日
、
上
田
市
消
防

団
本
原
分
団
の
早
朝
か
ら
の

火
災
想
定
訓
練
、
あ
い
さ
つ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【表
木
神
社
に
て
】 

我
が
家
の
庭
だ
よ
り 

 

今
年
も
野
沢
菜
ま
つ
り
が
、
真
田
町
で
は
３
か
所
で
行

わ
れ
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。 

今
年
は
野
沢
菜
の
出
来
が
と 

て
も
良
く
、
丈
の
長
い
物
が 

多
か
っ
た
で
す
。
好
天
に
恵
ま 

れ
、
大
勢
の
来
場
者
が
あ
り 

ま
し
た
。
私
は
ご
案
内
の
は 

が
き
を
出
す
担
当
で
、
１１
月 

上
旬
に
あ
わ
て
て
送
っ
た
の 

で
す
が
、
は
が
き
を
持
っ
て 

来
場
さ
れ
る
方
が
多
く
、
リ 

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
だ
な
と
、 

改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

 

１１
月
１７
日
、
我
が
家
に
久 

し
ぶ
り
に
孫
が
誕
生
し
ま
し 

た
。
男
の
子
で
す
。
写
真
は 

生
後
６
日
目
の
孫
で
す
が
、 

「こ
ん
な
に
小
っ
ち
ゃ
か
っ
た 

ん
だ
・・
・」と
、
皆
の
大
切
な 

宝
物
で
す
。
子
育
て
の
手
伝 

い
は
ど
の
位
で
き
る
か
わ
か 

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
子
の
成 

長
を
な
る
べ
く
長
く
見
守
る 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
元 

気
で
長
生
き
し
た
い
も
の
だ 

と
思
い
ま
し
た
。 

 

畑
の
方
は
、
昨
日
、
大
根
を
よ
う
や
く
抜
い
て
、
大
き
な

物
は
、
畑
に
埋
め
て
、
小
ぶ
り
の
物
は
酢
漬
け
に
し
ま
し

た
。
昨
年
初
め
て
花
豆
を
蒔
い
た
の
で
す
が
、
陽
気
の
せ
い

か
、
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
よ
く
で
き

て
、
来
年
は
増
や
そ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
【
１２
月
６
日
】 

 

前号からの活動報告 

11/17  全県党議員会議（長野市） 

11/18  上田市議会厚生委員会協議会 

11/19～21 竹室活性化組合野沢菜まつり準備～片付け 

11/20  武田良介参院議員、市議予定候補街頭宣伝 

11/21  本原分団火災想定訓練 

11/22  会派代表者会議 

11/25  上田市戦没者追悼式  

11/27  国民健康保険改善運動交流集会（松本市） 

11/29  上田駅前宣伝  上田市議会１２月定例会開会 

11/30  上田市議団、来年度予算要望書提出・懇談 

12/ 3  ９条の会スタンディング  竹室区伍長会 

12/ 4  菅平高原「冬山開き」 

これからの予定（12/5現在） 

12/6～8  上田市議会一般質問 

12/ 8   信州上田医療センター地域医療諮問委員会 

12/ 9   新婦人の会と市長との懇談 

12/10   上田市議会厚生委員会 

12月市議会一般質問項目（12/8 ふるいち順子） 

１）国民健康保険について 

〇国民健康保険のかかえる構造的な課題、今年６月の全

国市長会の「国民健康保険制度等に関する提言」また、

住民負担軽減の必要性について、市長の見解を伺う。 

○来年度の国保税についての見通し、国保運営協議会へ

の諮問等の予定、諮問にあたっての考え方はどうか。 

〇来年度から就学前児童の均等割り５割軽減が実施される

が、上田市の対象人数、軽減額はどうか。また市で小学

生の５割軽減を実施した場合の対象人数、軽減額はどう

か。国保基金を活用し、子育て支援の観点でも市独自で

小学生の均等割り軽減を実施すべきではないか。 

〇国保４４条（医療費の減免、徴収猶予）の直近３年間の適

用状況はどうか。上田市の適用条件、周知方法はどう

か。ホームページ等への掲載をはじめ、市民への周知を

図るべきではないか。無料・低額診療事業との情報共

有、連携強化の現状と見解はどうか。 

〇昨年度の短期保険証の発行は、１か月から６か月まで

2494 件発行されている。また、昨年度は８/１現在の窓

口交付件数は７１件で、連絡のなかった４４件について留

保し、１２月中旬に短期保険証を送付したとのことだが、

今年度の状況はどうか。どのような「交付基準」によって、

期間等も違う短期保険証を発行しているのか。 

〇長野市の短期保険証の交付基準は、所得１５０万円未満

を除外している。国保は福祉政策であるという観点で、短

期保険証の交付基準及び窓口交付の見直しを図るべき

ではないか。 

2）子育て支援について 

〇２０１９年１０月から始まった保育の無償化政策により、独

自の保育料軽減を行っていた自治体は、負担額が軽減さ

れるが、上田市は今年度どの程度と試算していたか。 

〇市負担軽減額は、保育事業を始め子育て支援に活用す

べき財源であり、共産党議員団では毎年同趣旨の要望を

してきたが、どのように活用されてきたか。 

〇保育士の処遇改善等を進めるための民間保育所運営費

の拡充、市独自に３歳未満児の保育料の軽減等、保育

の充実に生かしていくべきではないか。また、子どもの医

療費の１８歳までの引き上げ等、市独自の子育て支援策

を検討すべきではないか 

  


